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化学物質簡易モニタリング技術ワーキンググループ 設置要綱（案） 

 

１． 開催の目的 

 環境技術実証モデル事業の実施にあたり、平成１７年度に技術実証を行う技術分野「化学物

質に関する簡易モニタリング技術」に関し、専門的知見に基づき検討し、本事業の円滑かつ効

率的な推進に資するため、化学物質簡易モニタリング技術ワーキンググループ（以下「ワーキ

ンググループ」という。）を設置する。 

 

２． 調査検討事項 

（１）化学物質簡易モニタリング技術分野について 

① 実証機関の選定 

② 実証試験結果報告書の確認 

③ その他事業の実施に関する事項 

（２）将来的な実証試験のあり方及び技術分野の候補の検討について 

 

３． 組織等 

（１）ワーキンググループは、化学物質簡易モニタリング技術に係る有識者等で構成する。 

（２）ワーキンググループに座長を置く。 

（３）座長は、ワーキンググループを総理する。 

（４）検討員は、環境省環境保健部環境安全課の同意を得て東和科学株式会社が委嘱する。 

（５）検討員の委嘱期間は、東和科学株式会社が委嘱した日から当該日の属する年度の末日ま

でとする。 

 

４． 審議結果等の公開等 

 本ワーキンググループ会合は原則、公開で行うこととする。但し、公開することにより、公

正かつ中立な検討に著しい支障を及ぼすおそれがある場合、特定な者に不当な利益若しくは不

利益をもたらすおそれがある場合には、座長はワーキンググループ会合を非公開にできるもの

とする。 

 

５． 庶務 

 ワーキンググループの庶務は、東和科学株式会社において処理する。 

 

６． その他 

 この要綱に定めるもののほか、ワーキンググループの運営に関し必要な事項は、座長がワー

キンググループに諮って定めるものとする。 
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平成17年度環境技術実証モデル事業検討会 

化学物質簡易モニタリング技術ワーキンググループ 検討員名簿 

 

 

有薗 幸司（熊本県立大学環境共生学部 教授） 

門上希和夫（北九州市環境科学研究所アクア研究センター 課長） 

白石 寛明（独立行政法人国立環境研究所化学物質環境リスク研究センター長） 

中澤 裕之（星薬科大学薬品分析化学教室 教授） 

西村 哲治（国立医薬品食品衛生研究所環境衛生化学部第三室 室長） 

＊五十音順、敬称略 

 

＜環境省＞ 

上家 和子（総合環境政策局環境保健部環境安全課 課長） 

吉田 佳督（総合環境政策局環境保健部環境安全課 保健専門官） 

川村 太郎（総合環境政策局環境保健部環境安全課 調査係長） 

上田 健二（総合環境政策局総務課環境研究技術室 調整専門官） 

 

＜事務局＞ 

兼綱 孝紀（東和科学株式会社新技術開発部） 

濱田善之助（東和科学株式会社新技術開発部） 

小林美佐子（東和科学株式会社新技術開発部） 

 


